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産科医療補償制度について 
 

１ 補償対象基準の見直し内容について  

（平成２６年１月２０日 第７３回社会保障審議会医療保険部会 決定） 

（一般審査基準） 

・ 在胎週数 ： ３３週以上 ⇒ ３２週以上 

・ 出生体重 ： 2000ｇ以上 ⇒ 1400ｇ以上 

（個別審査基準） 

・ 低酸素状況を示す要件の見直し （別添１参照） 

（適用時期） 

・ 平成 27 年１月以降の分娩より適用 

 

２ 補償対象者数の推計及び保険料水準について  

○ 上記の社会保障審議会医療保険部会の決定に基づいた補償対象者数の推計及

び保険料水準については、以下のとおりである。 

（補償対象者数の推計）                （保険料水準） 

・年間 ５７１人（推定区間 ４２３人～７１９人）    ２．４万円（※） 

※ 保険料水準は、補償対象者数推計の上限である７１９人を元に試算し、そのうち事務経費の

金額（別添２参照）については、１月２０日医療保険部会で提示した額より、制度変動リスク対策

費を 4％から 3％に見直しを行い再計算した額。 

〈算出式〉 

７１９人 × ３千万円 ＋ 事務経費２７．４億円 ＝ ２４３．１億円 

２４３．１億円 ÷ １００万分娩 ≒ ２．４万円 

（参考）                   （補償対象者数の推計）              （保険料水準） 

・制度創設時の推計 ：概ね 500 人～800 人程度  ⇒ ３．０万円 

・昨年 7 月に公表した推計 ：481 人（推計区間 340 人～623 人） ⇒ ２．２万円 
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３ 剰余金の充当額及び掛金について  

○ 剰余金の使途は、平成２７年以降の保険料に充当することとなっており、１分娩当

たりの充当額は、長期安定期な制度運営の観点から、実際の補償対象者数や分娩

数が見込みより上回る可能性を考慮し、以下のとおりとする。 

・1 分娩当たりの充当額 ： ０．８万円  ※ 充当期間 約 10 年（見込み） 

・充当後の掛金 ： １．６万円 

※剰余金の総額（見込み）は、平成 21～26 年分で約 800 億円。（補償対象者数を481 人とした場合） 

（参考） 

・ 充当期間２０年とした場合の充当額 ： ０．４万円程度 

・ 充当期間１５年とした場合の充当額 ： ０．５万円程度 

・ 充当期間１０年とした場合の充当額 ： ０．８万円程度 

※補償対象者数を 481 人、年間 100 万分娩とした場合。 
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単位：百万円
（参考）

前回
医療保険部会
に提示

事務経費
見直し後

・補償対象者数を年間800人と見込んで掛金30,000
円（保険料29,900円）を設定。
・掛金のうち100円は、分娩機関が廃止等した場合
に補償責任を引き継ぐための費用。

31,525 32,383 31,800 31,345 31,156 30,707 25,000 24,000

純保険料（補償原資）①
27,139 28,159 28,039 27,622 28,285 27,746 21,983 21,256

(86.1%) (87.0%) (88.2%) (88.1%) (90.8%) (90.4%) (87.9%) (88.6%)

6,570 5,790 4,290 2,100
（補償対象者数） (219人) (193人) (143人) (70人)

・平成21年6月に、補償原資に剰余が生じた場合、
保険会社から運営組織に返還される仕組みを導
入。
・返還される剰余金に、運用利息は含まれない。
(平成26年契約からは運用利息相当額が付加され
て返還される予定。)
・剰余金返還の最低水準として補償対象者数推計
の下限値である300人を設定。(平成26年契約から
は最低水準を278人とする予定。)

20,569 22,369 23,749 25,522 － － － －

4,386 4,224 3,761 3,723 2,871 2,961 3,017 2,744
(13.9%) (13.0%) (11.8%) (11.9%) (9.2%) (9.6%) (12.1%) (11.4%)

994 899 735 745 929 1,055 1,090 1,090
(3.2%) (2.8%) (2.3%) (2.4%) (3.0%) (3.4%) (4.4%) (4.5%)

3,392 3,325 3,026 2,978 1,942 1,906 1,927 1,654
(10.8%) (10.3%) (9.5%) (9.5%) (6.2%) (6.2%) (7.7%) (6.9%)

1,015 1,081 872 862 532 529 487 487
(3.2%) (3.3%) (2.7%) (2.8%) (1.7%) (1.7%) (1.9%) (2.0%)

799 653 539 545 437 454 447 447
(2.5%) (2.0%) (1.7%) (1.7%) (1.4%) (1.5%) (1.8%) (1.9%)

1,578 1,592 1,615 1,571 974 923 993 720
(5.0%) (4.9%) (5.1%) (5.0%) (3.1%) (3.0%) (4.0%) (3.0%)

平成２６年

－

－

－

保険会社

付加保険料（事務経費）②

保険料収入（①＋②）

（掛金対象分娩数）

評価機構

給付金支給実績
＜平成25年10月末時点＞

平成２７年度以降
保険料水準算出のための試算

制度の前提･見直しの状況 平成２１年 平成２２年 平成２３年

補償対象者数を800人と見込んで設定。
平成25年契約においては、補償対象者数を仮に
500人として見直し。(平成26年契約からは481人の
見込みとして算出。)

－

－

－－

支払備金
＜平成25年10月末時点＞

－－ －

平成２４年 平成２５年

制度変動
リスク
対策費

－

人件費

物件費

産科医療補償制度の収支状況

※１ 掛金対象分娩数の予測にもとづく見込み

単位：億円

支払保

険金

75.3%

各種事

務経費

24.7%

自賠責保険における支出構成割合

（平成23年度損保・共済計）

支払保険金

（補償金）

90.8%

各種事務経

費

9.2%

産科医療補償制度における支出構成割合

（平成25年見込み）

支払保険

金

64.5%

各種事務

経費

35.5%

損保決算概況における支出構成割合
（平成24年度損害保険協会加盟26社計）

「日本損害保険協会 平成24年度損保決算概況について」 「平成25年1月開催 自賠責審議会資料」より
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※3 ※3

※２ 平成27年以降の保険料水準算出のための試算であり、実際の額については異なる可能性がある。
※３ 実績に基づく見込み

※1 ※1

(1,027,000)(1,054,340) (1,083,045) (1,063,540) (1,048,337) (1,042,000) (1,000,000)(1,000,000)

別添２

※2


